
           

                

細胞性粘菌由来分化誘導因子DIFを含む皮膚線維化疾患の予防または治療

のための局所塗布剤である。  

現在までに、複数の線維化抑制薬が開発されている。但し、脂肪細胞か

ら筋線維芽細胞への転換抑制をコンセプトとして開発された薬剤は知られて

おらず、さらには局所投与により皮膚に塗布できる抗線維化薬は今のところ

存在しない。   

貼付剤、塗布剤の技術を保有する製薬メーカーとの共同研究。 

本発明は、細胞性粘菌由来分化誘導因子DIFを含有する局所塗布剤

であって、Wnt/β－カテニン経路を抑制およびYAP/TAZ経路を抑制

して、線維化を抑制するとともに、皮下の脂肪組織を維持することに

より皮膚の線維化に起因する疾患を予防又は治療する点に特徴を有す

る。   
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